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                                                    第292号(平成23年度第6号)                                                                                                                                                                    

  99月月44日日小小雨雨混混じじりりのの日日、、午午前前中中蓮蓮沼沼小小でで防防災災訓訓練練、、午午後後自自治治会会館館でで役役員員会会をを開開催催ししままししたた。。  

主主なな決決定定事事項項おおよよびび連連絡絡事事項項ををおお知知ららせせししまますす。。  

●●敬敬老老会会はは99月月 1188 日日（（日日））自自治治会会館館でで開開催催    

99 月月1188 日日((日日))1111 時時受受付付開開始始、、同同2200 分分集集合合記記念念写写真真撮撮影影のの予予定定。。  

ごご出出席席のの皆皆ささままをを役役員員全全員員ででおお待待ちちししてていいまますす。。ままたた、、残残念念ななががららごご都都合合でで出出席席ででききなないい方方

ににはは、、ごご指指定定いいたただだいいたた形形ででおお祝祝いいのの品品ををおお届届けけいいたたししまますす。。  

●●赤赤いい羽羽根根共共同同募募金金おおよよびび歳歳末末助助けけ合合いい募募金金ににごご協協力力をを  

  共共同同募募金金会会ささいいたたまま市市見見沼沼支支会会よよりり、、平平成成2233 年年度度のの募募金金((11 世世帯帯期期待待額額338800 円円))おおよよびび歳歳末末

助助けけ合合いい募募金金((同同期期待待額額 110000 円円))のの協協力力依依頼頼ががあありりままししたた((合合計計 448800 円円))。。((期期待待額額はは目目安安でで、、

ああくくままでで善善意意のの募募金金でですす))。。募募金金活活動動のの案案内内リリーーフフレレッットトをを配配布布、、ポポススタターーをを掲掲示示ししまますす。。

募募金金はは下下記記自自治治会会費費とと併併せせてて集集金金ささせせてていいたただだききまますす。。  

●●自自治治会会費費((1100～～1122 月月分分33カカ月月分分))のの集集金金とと納納入入ののおお願願いい  

  1100 月月かかららのの各各班班当当番番のの方方はは、、おお手手数数でですすがが1100～～1122 月月のの33カカ月月分分自自治治会会費費とと上上記記共共同同募募金金等等

448800 円円をを併併せせてて集集金金のの上上、、1100 月月 55 日日にに、、自自治治会会会会計計担担当当のの 1111 班班、、木木村村哲哲朗朗役役員員宅宅((住住宅宅番番

号号3300 番番))ままででおお届届けけくくだだささいい。。ななおお、、1100 月月 55 日日以以外外のの日日ににおお届届けけ頂頂くく場場合合はは、、不不在在のの時時がが

あありりまますすののでで、、おお手手数数でですすがが電電話話((668844--66771155))でで確確認認後後おお届届けけくくだだささいい。。  

●●近近隣隣自自治治会会・・協協議議会会等等ととのの連連携携及及びび活活動動状状況況  

☆☆見見沼沼区区防防災災訓訓練練1100 月月 11日日  99～～1122 時時  春春おおかか広広場場  役役員員がが参参加加のの予予定定  雨雨天天中中止止  

☆☆ススポポーーツツフフェェスステティィババルル1100 月月 1166 日日((日日))  蓮蓮沼沼小小学学校校校校庭庭ににてて開開催催のの予予定定。。  



近近くく種種目目別別競競技技参参加加希希望望とと応応援援参参加加希希望望のの申申しし込込みみ書書をを各各班班当当番番をを通通じじてて回回覧覧ししまますす。。  

応応援援参参加加者者ににももおお弁弁当当・・飲飲みみ物物がが出出まますすののでで、、ごご家家族族おおそそろろいいでで多多数数ごご参参加加くくだだささいい。。  

  ((詳詳細細はは回回覧覧をを参参照照くくだだささいい。。))                    

☆☆七七里里地地区区防防災災訓訓練練99月月 44日日 99～～1122 時時    

    蓮蓮沼沼小小校校庭庭でで行行わわれれたた訓訓練練にに役役員員全全員員でで参参加加しし、、煙煙体体験験、、初初期期消消火火訓訓練練、、応応急急処処置置ななどど貴貴

重重なな経経験験ををししままししたた。。    ((毎毎号号はは費費用用のの都都合合でで実実現現ししまませせんんがが、、防防災災特特別別号号ののたためめカカララーーににししままししたた))  

  

  

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●消防署当局の総括では、最近の家屋火災で出る死者の多くが火傷や外傷がない、煙ガスによる窒息死であ

って、煙ガスへの注意はとても重要の由です。上の疑似煙トンネル写真で注意を喚起したものです。 

↑大谷第四自治会自主防災会の

参加メンバーが旗の下に 

↑煙体験トンネルの中 

姿勢を低くして進む。煙が

既に足元まで降りて危険。 

←AEDの訓練 

↑初期消火訓練 ↑煙体験 出口で煙にむせぶ 

煙降下 


